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背景

 医療機関
→通信インフラの途絶

 DMAT・医療救護班
→被災地内での通信確保困難

東日本大震災



医療機関について



固定通信・移動通信の被災状況

3 月 13 日時点。なお、NTT 東日本における東北
地方の加入電話及び ISDN の回線契約数は約
270 万契約（平成 22 年度末時点）

3 月 12 日時点。なお、携帯・PHS 計 5 社の東北・
関東地方の基地局数は約 137,500 局

平成２３年版情報通信白書より



沿岸部
医療圏

内陸部
医療圏

災害拠点病院 ４ ７

非災害拠点病院 １３ ５３

回答が得られた病院

合計７７病院

岩手県の病院における東日本大震災後の通信に関する調査

※東日本大震災当時の病院数：９４病院。回答率８２％。



発災後１ヶ月間の岩手県内病院の通信インフラの状況
（回答が得られた全病院分）
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発災後１ヶ月間の岩手県内病院の通信インフラの状況
（沿岸部医療圏） ※回答が得られた病院：17病院

（％） （％）

発災後１ヶ月間の岩手県内病院の通信インフラの状況
（内陸部医療圏） ※回答が得られた病院：60病院

沿岸部 内陸部
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発災後１ヶ月間の岩手県内病院の通信インフラの状況
（非災害拠点病院） ※回答が得られた病院：６６病院

（％） （％）

発災後１ヶ月間の岩手県内病院の通信インフラの状況
（災害拠点病院） ※回答が得られた病院：１１病院

非災害拠点病院 災害拠点病院
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衛星電話保有：12病院

３～５回に１回程度しか繋がらなかった：６病院

通話が途中で切れてしまう：１病院

未回答：５病院



DMAT・救護班について



ＤＭＡＴ本部（22ヶ所）の活動報告から、ロジスティックに関わる課題を

抽出した（DMAT事務局まとめ）。

• 人員配置（10本部）：本部業務を行う統括者、本部要員の不足。

• 通信手段（13本部）：通信手段の不足、脆弱な通信環境など。

• 情報管理（8本部）：必要な情報の不足、過多、錯綜など。

• 燃料確保（4本部）：ＤＭＡＴ車両、ドクターヘリの燃料確保の困難

• 移動手段（4本部）：空路投入されたＤＭＡＴの被災地域内での移動手
段の不足など。

• 活動環境（5本部）：隊員の宿舎、傷病者受入にあたってＳＣＵテント内
の寒さなど。

• 資機材（6本部）：食料・飲料水、ＤＭＡＴ車両のスタッドレスタイヤ、地
図、ＳＣＵ資機材、酸素ボンベ、ＯＡ機器、放射能検知器などの不足

• 資機材管理（1本部）：花巻空港ＳＣＵでの資機材管理の困難。

東日本大震災における
ＤＭＡＴ本部でのロジスティクス課題

※DMAT隊員養成研修資料より



• 複数の医療チームから衛星電話使用不可の報告あり

• 輻そうの状況は不明

• 考えられる不通の状況

1. 使用者の問題：セットアップ方法・使用方法の誤り

2. 端末の問題：設定のトラブル

3. 回線の問題：衛星回線・電話回線の輻輳

4. 相手側の問題：インフラ障害による不通・停波、常に
通話中

衛星電話
東日本大震災での状況

※DMAT隊員養成研修資料より



【東日本大震災：いわて花巻空港SCU】
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今後の課題

 医療機関

 DMAT・医療救護班

強固な通信環境の構築。今般の急速なシステム化
への対応の必要性。

人工衛星地上局の活用



都道府県衛生部局
保健所
（基幹）災害拠点病院
医師会
DMAT・医療救護班

などへの衛星地上局普及

今後の課題



医師会 保健所

病院 都道府県庁

（IP）電話

EMIS

インターネット

可搬局

医療救護班

可搬局

衛星通信を活用したイメージ



※参考※



手動捕捉型可搬局
（日本アンテナ製 ）

自動捕捉型可搬局
（三菱電機製 ）

手動捕捉型可搬局（東芝製）

自動捕捉型車載局（日本無線製）

自動捕捉型車載局（C‐COM製）

東京女子医科大東医療センター

有明の丘

羽田空港

自衛隊中央病院

護衛艦いずも

H27年度政府総合防災訓練時における
⼤規模地震時医療活動訓練・衛星通信設備配置図



羽田空港



護衛艦いずも

20



有明の丘

21



自衛隊中央病院
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東京女子医科大学東医療センター


